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 令和７年第２回帯広市公営企業経営審議会 議事録（概要） 

日 時 ：令和７年７月 29 日（火） 

10 時 00 分～11 時 33 分 

場 所 ：帯広市役所 10 階 第５Ａ会議室 

出席者 ：（委  員）秋山委員、櫻井委員、髙山委員、中川委員、羽田野委員、干場委

員、宮本委員、山根委員、山本委員、吉村委員（１０名） 

     （事 務 局）井上公営企業管理者、倉口上下水道部長、澤口経営室長、広沢技

術室長、内藤総務課主幹、清水水道課場長、唯野下水道課長、熊

林総務課長補佐、熊野水道課長補佐、西端総務課財務係長、佐藤

水道課建設係長、中田主任、酒井係員 

     （傍聴者等）報道関係者２名 

 

１ 開会 

 

 

２ 委員紹介 

 

３ 職員紹介 

 

４ 諮問 

 

 

５ 挨拶 

 

６ 議事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 委員 15 名のうち、出席 10 名で過半数に達したため、審議会が成立している旨

報告。 

  

  

 

 

  

 「上下水道料金等のあり方について」、井上管理者から干場審議会会長に対し

諮問 

 

 井上管理者より挨拶 

 

（１）上下水道料金等のあり方について（諮問事項） 

 事務局より、資料「上下水道料金等のあり方について」に沿って下記について

説明。 

 １ 公営企業経営審議会について 

 ２ 地方公営企業について 

 ３ 水道事業について 

 ４ 下水道事業について 

 ５ 帯広市の上下水道事業の現状について 

 ６ 上下水道料金について 

 

＜質疑応答＞ 

 先ほど、上下水道料金の他市町村との比較についてご説明がありました。基本
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

的には独立採算制であるから、コストが高くなれば料金も高くなる、ということ

だと思います。コストが高い要因としては、地理的なものや気候などが考えられ

ますが、帯広市は道内主要都市と比較して上下水道料金が高めであるという状況

について、他市との違いはどこにあるのか、どういった要因で他市との違いがで

てくるのかという分析は行っているのでしょうか。 

 

 地形や面積、管の長さ等、様々な要因があるため、明確にお示しすることは難

しいところですが、先ほど上下水道料金の改定経過についてご説明したとおり、

平成６年、９年、12 年の３回にわたり、十勝中部広域水道企業団からの受水に

伴う料金改定を行ったことにより、1.9 倍ほどの値上げとなった経過がございま

す。その後、値下げの改定も行ってはおりますが、現状、道内主要都市と比較す

ると高めであるという状況がございます。 

 

十勝中部広域水道企業団はどのような自治体で構成されているのでしょうか。

また、帯広市全体の水量のうち、どのくらいの割合を企業団から受水しているの

でしょうか。 

 

十勝中部広域水道企業団は、帯広市、音更町、幕別町、芽室町、池田町、中札

内村、更別村から構成されております。また、帯広市全体のおよそ半分の水量を

企業団から受水している状況でございます。 

 

 先ほど、十勝川流域下水道については北海道が事業主体とのご説明がありまし

たが、十勝中部広域水道企業団の事業主体はどこになるのでしょうか。 

 

 十勝中部広域水道企業団については、先ほどご説明した１市４町２村で一部事

務組合を構成し運営を行っております。 

  

 構成する各市町村の負担割合はどのように決められているのでしょうか。 

 また、水を作っている場所はどちらになるのでしょうか。 

 

 企業団を設立した当初、構成市町村がそれぞれ必要とする水量で負担割合を決

めており、帯広市は約７割、残りの町村で約３割を負担しております。 

 水は中札内村の札内川ダムから取っており、そこから下流にあります浄水場で

水を作っております。 

  

 十勝中部広域水道企業団からの受水に伴う平成６年、９年、12 年の３回の料
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 閉会 

金改定により、1.9 倍ほどの値上げとなったとのご説明がありました。その理由

を教えてください。 

 

 理由としては、配水管や配水池といった施設を整備するため、この時期に多く

の費用が必要となったことがあります。その費用を構成市町村で賄う必要があ

り、そのうち７割を帯広市が負担しなくてはならない状況であったため、料金の

値上げとなったということです。 

 

 わかりました。そうすると、今後はその理由での値上げの可能性は低いという

ことでしょうか。 

 

 初期投資の際、起債を発行して施設整備を行いましたが、その償還金は下がっ

てきております。そのため、前回の令和３年の料金改定では値下げをすることが

できました。しかし、企業団の施設も老朽化してきているため、今後は更新の必

要が出てきます。今後どれくらいの量の水が必要となるのか、どういった施設が

必要なのかという議論はもちろんしていくのですが、施設の更新が必要となった

場合に、今と同じ料金で帯広が水を買うことができるかについては、今後の企業

団の料金算定内容によって変わってくる可能性があります。 

 

 昨年、施設見学をした際、帯広川下水終末処理場はもう使用しなくなるという

話を伺ったのですが、今後どうなるのでしょうか。 

 

 令和 11 年度に帯広川下水終末処理場で行っている汚水処理機能を十勝川浄化

センターに統合することから、令和 10 年度までは現行のままで使用しますが、

統合後は帯広川下水終末処理場の一部の施設を雨水を簡易処理するための施設

として、また十勝川浄化センターまで汚水を送るためのポンプ場として使用する

ことになります。 

 

 

（２）その他 

 事務局より、次回の帯広市公営企業経営審議会は令和７年８月７日に開催を予

定している旨報告。 

  

 


